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7 月 14 日に東海北陸グループ管内の看護学生を対象とした看護交流フェアが開催されま

した。各病院が看護実践例やそれぞれの専門性を紹介し、看護の素晴らしさを伝えまし

た。当院からは石原てんかん看護認定看護師らが参加し、「てんかん外科治療」を中心に

てんかん看護についてお話しさせていただきました。一生懸命メモを取ったり、質問も上

がり、元気な学生たちがゆくゆくは看護を支える力になると思うと、楽しみであると同時

に、私たちも日々の看護に真摯に取り組んでいかなければならないと改めて感じました。 

 

 

また、当院では看護学生の実習を受け入れ

ています。てんかんをもつ方やそのご家族と、

かかわり寄り添うことで、発作をもちながらも

その人らしく生活できることが、治療や看護を

行う上で大切であることを伝え、また看護の楽

しさや、やりがいを感じてもらえるように学生

と共に勉強させてもらっています。   

このような機会を大切に、学生をはじめ多く

の方に、てんかんについて理解を得られるよう

発信していきたいと思います。 
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東海北陸グループ「看護交流フェア」に行ってきました！ 

てんかん認定看護師から 

七夕フェス静岡では、てんかんに

おける偏見や誤解をなくし多くの

方の理解  

看護学生の実習の様子 
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